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通
知
カ
ー
ド
は
、
社
会
保
障
・

税
の
手
続
き
な
ど
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
際
に

使
用
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
場
合

　

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
ず
に
市
役

所
へ
返
送
さ
れ
た
世
帯
へ
、
市
民

課
か
ら
同
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方

法
な
ど
を
記
載
し
た
「
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る
お
知
ら

せ
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
を
希

望
す
る
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同

封
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上（
写

真
貼
付
）、同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
パ

ソ
コ
ン
か
ら
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
　
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ

２８
ー
ド
は
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
で
作
成
し
、
市
に
発
送

さ
れ
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
に
は
、
市
か
ら
送
付
す

る
通
知
お
よ
び
本
人
確
認
書
類
な

ど
を
同
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
ま

で
に
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号

カ
ー
ド
Ｑ
＆
Ａ

　

Ｑ
１
坩
通
知
カ
ー
ド
は
本
人
確

認
の
書
類
に
な
り
ま
す
か
。

　

Ａ
１
坩
通
知
カ
ー
ド
は
本
人
確

認
の
書
類
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
個

人
番
号
を
提
示
す
る
場
合
は
、
通

知
カ
ー
ド
で
個
人
番
号
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
、
運
転
免
許
証
・
旅
券
な
ど

顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
の

提
示
が
必
要
で
す
。
顔
写
真
付
き

の
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
年

金
手
帳
な
ど
２
点
以
上
の
公
的
な

書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　

Ｑ
２
坩
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発

行
は
有
料
で
す
か
。

　

Ａ
２
坩
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発

行
は
、
初
回
は
無
料
で
す
が
、
再

発
行
は
有
料
（
８
０
０
円
）
で
す
。

な
お
、
通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行
は

５
０
０
円
で
す
。

　

Ｑ
３
坩
通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
は
有
効
期
限
が
あ
り

ま
す
か
。

　

Ａ
３
坩
通
知
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
は
カ
ー
ド
発
行

か
ら
、　

歳
以
上
の
方
が　
年
、

２０

１０

　
歳
未
満
の
方
が
５
年
で
す
。

２０
　

Ｑ
４
坩
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発

行
申
請
は
必
須
で
す
か
。

　

Ａ
４
坩
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
５
坩
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
本

人
確
認
の
他
、
何
に
利
用
で
き
ま

す
か
。

　

Ａ
５
坩
現
在
、
市
で
は
本
人
確

認
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

市
職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
調
査
な
ど
で
伺
う
場
合
は
、

身
分
証
明
書
を
提
示
し
ま
す
。
ま

た
、
通
知
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
電
話
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
問
い
合
わ

せ
に
は
対
応
せ
ず
、
市
役
所
な
ど

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
住
民
記
録
係
☎

４
７
０
・
７
７
２
２
へ
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
よ

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
よ
るる

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
通
知
カ
ー

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
通
知
カ
ー
ドド

お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い

お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
てて

（歳入）131億2,306万8千円

（歳出）128億811万7千円

前期高齢者交付金
35億1,118万9千円
（26.8％）

前期高齢者交付金
35億1,118万9千円
（26.8％）

前期高齢者交付金
35億1,118万9千円
（26.8％）

国民健康保険税
28億2,955万円（21.6％）
国民健康保険税
28億2,955万円（21.6％）
国民健康保険税
28億2,955万円（21.6％）

保険給付費
85億1,108万1千円（66.5％）
保険給付費
85億1,108万1千円（66.5％）
保険給付費
85億1,108万1千円（66.5％）

後期高齢者支援金など
17億6,681万2千円
（13.8％）

後期高齢者支援金など
17億6,681万2千円
（13.8％）

後期高齢者支援金など
17億6,681万2千円
（13.8％）

その他
25億3,022万4千円
（19.7％）

その他
25億3,022万4千円
（19.7％）

その他
25億3,022万4千円
（19.7％）

その他
9,893万2千円
（3.9％）

その他
9,893万2千円
（3.9％）

その他
9,893万2千円
（3.9％）

国庫支出金
25億3,053万4千円
（19.3％）

国庫支出金
25億3,053万4千円
（19.3％）

国庫支出金
25億3,053万4千円
（19.3％）

繰入金
14億3,457万7千円
（10.9％）

繰入金
14億3,457万7千円
（10.9％）

繰入金
14億3,457万7千円
（10.9％）
その他
28億1,721万8千円
（21.4％）

その他
28億1,721万8千円
（21.4％）

その他
28億1,721万8千円
（21.4％）

（歳入）25億6,118万9千円

（歳出）25億4,209万2千円

分担金および負担金
23億7,141万5千円（93.3％）
分担金および負担金
23億7,141万5千円（93.3％）
分担金および負担金
23億7,141万5千円（93.3％）

後期高齢者医療保険料
12億9,090万3千円（50.4％）
後期高齢者医療保険料
12億9,090万3千円（50.4％）
後期高齢者医療保険料
12億9,090万3千円（50.4％）

繰入金
11億7,135万4千円（45.7％）
繰入金
11億7,135万4千円（45.7％）
繰入金
11億7,135万4千円（45.7％）

その他
8,671万4千円（3.4％）
その他
8,671万4千円（3.4％）
その他
8,671万4千円（3.4％）保健事業費

8,396万3千円（3.3％）
保健事業費
8,396万3千円（3.3％）
保健事業費
8,396万3千円（3.3％）

（歳入）30億718万8千円

（歳出）30億718万8千円

使用料および手数料
16億4,074万4千円（54.6％）
使用料および手数料
16億4,074万4千円（54.6％）
使用料および手数料
16億4,074万4千円（54.6％）

下水道費
12億676万8千円（40.1％）
下水道費
12億676万8千円（40.1％）
下水道費
12億676万8千円（40.1％）

公債費
18億41万9千円（59.9％）
公債費
18億41万9千円（59.9％）
公債費
18億41万9千円（59.9％）

繰入金
10億8,738万1千円（36.2％）
繰入金
10億8,738万1千円（36.2％）
繰入金
10億8,738万1千円（36.2％）

市債
2億20万円（6.7％）
市債
2億20万円（6.7％）
市債
2億20万円（6.7％）

その他
7,886万3千円
（2.5％）

その他
7,886万3千円
（2.5％）

その他
7,886万3千円
（2.5％）

（歳入）72億5,271万1千円

（歳出）71億7,042万7千円

支払基金交付金
19億7,855万1千円
（27.3％）

支払基金交付金
19億7,855万1千円
（27.3％）

支払基金交付金
19億7,855万1千円
（27.3％）

保険給付費
67億4,324万1千円（94.0％）
保険給付費
67億4,324万1千円（94.0％）
保険給付費
67億4,324万1千円（94.0％）

その他
4億2,718万2千円（6.0％）
その他
4億2,718万2千円（6.0％）
その他
4億2,718万2千円（6.0％）

介護保険料
14億2,869万2千円
（19.7％）

介護保険料
14億2,869万2千円
（19.7％）

介護保険料
14億2,869万2千円
（19.7％）

繰入金
12億7,869万6千円
（17.6％）

繰入金
12億7,869万6千円
（17.6％）

繰入金
12億7,869万6千円
（17.6％）

国庫支出金
15億2,185万3千円
（21.0％）

国庫支出金
15億2,185万3千円
（21.0％）

国庫支出金
15億2,185万3千円
（21.0％）

都支出金
10億2,594万9千円
（14.1％）

都支出金
10億2,594万9千円
（14.1％）

都支出金
10億2,594万9千円
（14.1％）

その他
1,897万円
（0.3％）

その他
1,897万円
（0.3％）

その他
1,897万円
（0.3％）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

総務費
７,３３１万１千円防災行政無線デジタル通信設備工事

民生費
２億７,０６７万５千円臨時福祉給付金給付事業
１億２,０２２万６千円子育て世帯臨時特例給付金給付事業

衛生費
４０２万７千円環境基本計画策定

商工費
１,３１２万８千円空き店舗活用事業

土木費
５,６１８万６千円一般道路工事

１億３,３９８万５千円道路舗装補修工事
１,１３７万３千円市道改修工事
２４８万９千円用途地域等変更計画策定事業

７億２,４４０万１千円街路事業

消防費
２,１２３万円消防団詰め所移転作業

教育費
３億８１０万円小学校大規模改造工事
９０７万２千円滝山球場グラウンド整備工事
３,１１０万４千円中央図書館改修工事

２６年度に実施した主な事２６年度に実施した主な事業業

市民１人当たり残　高発行目的
９万７,２００円１１３億３,４４６万８千円下水道債
２万４,１４０円２８億１,４９９万１千円土木債
２万８０円２３億４,１５５万１千円教育債

１万１,１４５円１２億９,９５９万５千円総務債
６,４５３円７億５,２５１万７千円民生債
４,０５６円４億７,２９７万４千円衛生債
２,７８２円３億２,４４２万６千円消防債

１４万８,４０１円１７３億５０６万２千円その他（減税補てん債、臨時財政対策債など）
３１万４,２５８円３６６億４,５５８万９千円合計
３２万６,４９６円３８０億７３８万４千円（参考：２５年度末残高）

市債借り入れの状市債借り入れの状況況

市民１人当たり現在高財　産
５７万４,５６５.２㎡土地（公園や施設の敷地など）
１９万４,７９６.４５㎡建物（学校や生涯学習センターなど）

１４４カ所工作物（防火貯水槽など）
５,５４７.５３㎡物権（地上権）

１９４円２,２６６万３千円出資による権利（出資金や出えん金）
１３３点物品（自動車や地域防災無線など）

８３円９６２万４千円債権（施設借上敷金など）
４万１,０５６円４７億８,７５６万５千円基金（財政調整基金など）

※基金現在高には特別会計に属するものも含めています。

市有財産の状市有財産の状況況

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
月　
日
（
金
）
は
、
固

１２

２５

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第

６
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
第
６
期
の
納
期
限
で
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・コ
ン

ビ
ニ
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

で
眺
め
て
お
り
ま
し
た
。
祭
り

は
人
の
心
を
弾
ま
せ
ま
す
。
み

ん
な
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
市
長
と
し
て
多

く
の
ヒ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
絆
づ
く
り
は
、
ま
さ
に

ス
タ
ー
ト
で
す
。
市
内
で
活
躍

す
る
団
体
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
１

歩
踏
み
出
せ
ば
今
ま
で
見
え
な

か
っ
た
こ
の
ま
ち
の
景
色
が
見

え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
東
久
留
米
の
絆
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
底
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
私
は
ま
ず
最
初
に

踊
り
出
せ
る
市
長
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
今
年
以
上
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
東
久
留
米
市
と
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま
す
ま

す
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
う
ん
、
や
ろ
う
よ
！
」
と
市

内
の
多
く
の
団
体
の
賛
同
と
協

力
を
得
て
、
踊
り
の
練
習
を
重

ね
る
う
ち
、
楽
し
み
に
し
て
く

れ
る
方
も
増
え
、
当
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
い

を
込
め
た
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が

り
を
広
げ
、
絆
が
作
ら
れ
る
も

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
踊
り
が
始
ま
る
直
前

に
一
時
や
ん
だ
こ
と
は
奇
跡
的

で
、
こ
の
企
画
を
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
飛
び
入
り

参
加
の
方
も
多
く
、
東
久
留
米

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
あ
ふ

れ
る
４
０
０
人
を
超
え
る
大
き

な
輪
と
な
り
、
楽
し
く
踊
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
沿
道
に
も

多
く
の
方
が
踊
り
の
輪
を
笑
顔

絆
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
年

も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
さ
て
、
先
月
開
催
さ
れ
た
市

民
み
ん
な
の
ま
つ
り
商
工
祭
・

農
業
祭
で
「
東
久
留
米
の
き
・

ず
・
な　
手
と
手
を
つ
な
い
で

み
ん
な
で
東
久
留
米
音
頭
」
を

実
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
東
久
留
米
に
愛
着
を
持
つ
多

く
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
が
つ
な

が
れ
ば
、
大
き
な
可
能
性
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
が
目

指
す
夢
と
希
望
の
持
て
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
の
１
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
、
こ
の
企
画

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
た
し
ま
し
た
。

　
実
現
ま
で
、
ひ
が
し
く
る
め

の
絆
づ
く
り
実
行
委
員
が
主
体

と
な
り
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

市長

　特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするために、一般
会計から独立させたもので、市では国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険、下水道事業の４つの会計を設けています。

特別会計


